
都市再生整備計画(第1回変更)
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 95 ha

平成 25 年度　～ 平成 28 年度 平成 25 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 福島県 西会津町
ニシアイヅマチ

野沢
ノザワ

地区

計画期間 交付期間 28

●宿場町としての歴史・文化を活かしたまちなかへの誘客
●地域全体で楽しく、そして無理なくまちづくりに取り組める環境づくり
●幅広い世代がまちなかに集い、交流を深められる場の確保と住宅密集地における防災面の強化

　野沢地区は、古くは越後と会津を結ぶ越後街道の宿場町「野沢宿」として栄え、また「大山祇神社」や「鳥追観音」の参拝者でも賑わっていた。しかし、車社会の到来により郊外に国道49号バイパスや高速道路が整備されると、鉄道利用客が減少し、まち
なかを訪れる観光客は激減した。また町全体の人口減少・少子高齢化や町民の買い物が近隣市町へと流れていることが、まちなかの衰退に一層の拍車をかけている。
　このような中、平成15年に国道49号沿いに整備した「交流物産館よりっせ」は、「道の駅」に指定されたこともあり、順調に利用客を伸ばし、現在では年間約33万人が訪れている。商工会では「道の駅」利用者を少しでもまちなかに呼び込もうと、地区の歴
史・文化資料を展示する「ふるさと自慢館」の整備や関連イベントの開催、さらに地元ＮＰＯ法人の「味噌ラーメン」によるまちおこしの取り組みも活発化している。また平成22年には「野沢まちなか再生プロジェクト」が組織され、野沢地区の活性化策や安心
して生活できる環境づくりなどについて検討し一部事業化されるなど、少しずつではあるが、町民の中でまちづくりに対する意識が芽生え始めている。
　一方、生活環境面においては、全体的に道路が狭あいであり、緊急時の避難場所がない住宅密集地においては防災面で不安を抱えている。また住民が自由に遊べたり、まち歩きの休憩に利用できるような公園等がなく、休日にまちなかで子ども連れ
の家族の姿を見ることはほとんどない状況となっている。

●まちなかへの誘客の拡大
　年間30万人以上が訪れる道の駅からまちなかへの誘客を図るため、町の歴史や文化資料等の展示施設として蔵を改修した「ふるさと自慢館」を整備したものの、まちなかに観光客を呼び込めるだけの施設とはなっていない。さらには地元住民でも施設
に足を運んだことがないという人がほとんどである。
　観光客が魅力を感じ、さらには地元住民からも親しまれる施設となるよう整備・拡充が必要である。

●地元住民のまちづくりに対する意識の向上
　まちなかの商店街は後継者がいない商店が多く、地元住民の利用も減り、空き店舗や空き地が点在する閑散とした商店街となっており、まちなかでのイベントや味噌ラーメンによるまちおこしなどに便乗するような取り組みもほとんど見られない。
　観光客にまち歩きを楽しんでもらえるような魅力的な商店街づくりに向け、まずは地元の元気を取り戻せるよう、商店だけでなく周辺住民も含め地区全体でまちなかを盛り上げられる仕掛けや環境づくりが必要である。

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｈ23 Ｈ28

人 Ｈ23 Ｈ28

％ Ｈ24 Ｈ28

道の駅来場者に対するふるさと自慢館来館者の割合
年間30万人以上が訪れる道の駅から、どれだけまちなかへの誘導
が図られたかを示す指標

0.6%

　観光客にまち歩きを楽しんでもらえるような魅力的な商店街づくりに向け、まずは地元の元気を取り戻せるよう、商店だけでなく周辺住民も含め地区全体でまちなかを盛り上げられる仕掛けや環境づくりが必要である。

●憩いの場の確保と防災強化
　地区内には公園やまち歩きの休憩所等がなく、休日のまちなかでは大半の商店が閉まっていることも重なり、子ども連れの家族の姿はほとんど見られない。さらに、住宅密集地においては、緊急時の一時避難場所の確保など防災面の強化を図る点か
らも公園整備は急務である。

西会津町総合計画（平成22年度～平成31年度）
　・道の駅を商店街活性化の拠点としてその魅力を高めるとともに、ふるさと自慢館を中心とした越後街道野澤宿の雰囲気をＰＲしながら、賑わいのある中心市街地の形成を目指す。
　・地域住民の安らぎの場としての公園の確保により地域コミュニティづくりを支援するとともに、安全・安心な生活環境づくりを進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

指定避難所（屋外含む）から半径300ｍ以内の居住人口カ
バー率

緊急避難場所としての公園整備により住宅密集地の安全がどれ
だけ確保できるかを計る指標

55%

1.2%

②野沢まちなか再生プロジェクトの
構成員数

野沢まちなか再生プロジェクトの構成員として検討会議等
への参加者

まちづくりに対する住民意識の向上度合いを計る指標 13人 30人

①道の駅からふるさと自慢館への
誘導率

72%
③指定避難所から半径300ｍ以内
の居住人口カバー率



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

〇野沢まちなか再生プロジェクト

　平成22年に商工会や地元商店主、地域住民によって「野沢まちなか再生プロジェクト」が結成され、まちなか活性化や安全・安心で住みよいまちづくりに向けた検討会や先進地視察などを行っている。平成23年度には「まちなかおすすめマップ」の作成
や「まちなか六斎市」の開催、一部地域に試行的に「屋号板」を設置するなど、実践的な活動も行っている。
　都市再生整備計画の策定にあたっては、本プロジェクトからの提案事項などを勘案しており、今後のプロジェクト活動と連携を図りながら事業を実施していく。

方針に合致する主要な事業

・整備方針1（宿場町としての歴史・文化を活かしたまちなかへの誘客）

　「ふるさと自慢館」を魅力的で地元住民からも親しまれる施設として整備拡充することにより、道の駅の来場者や観光客のまちなかへの誘導を図るととも
に、観光客や住民の交流の拡大を図る。

原町ポケットパーク整備事業（基幹事業：地域生活基盤施設）
町内観光サイン設置事業（基幹事業：地域生活基盤施設）
ふるさと自慢館整備事業（基幹事業：既存建造物活用事業）
地域連携販売力強化施設整備事業（関連事業：町）

・整備方針2（地域全体で楽しく、そして無理なくまちづくりに取り組める環境づくり）

　宿場町としての歴史や文化、ふるさと自慢館、味噌ラーメンによるまちおこしの取組みなどの既存の資源を活かしながら、楽しく無理なく住民がまちづく
りに取り組める仕掛けやイベントなどを企画・実施し、住民のまちづくりへの意識の向上を図る。
　まずは地元が元気になることで、観光客が立ち寄ってみたいと思うようなまちづくりを目指す。

原町ポケットパーク事業（基幹事業：地域生活基盤施設）
ふるさと自慢館整備事業（基幹事業：既存建造物活用事業）
商店街活性化事業（提案事業：まちづくり活動支援事業）

・整備方針3（幅広い世代がまちなかに集い交流を深められる場の確保と住宅密集地の防災面の強化）

　子どもからお年寄りまでが自由に遊べ、さらにはまち歩きをしている観光客が休憩もできる公園やポケットパークを整備することで、人の笑い声や話し声
が響くまちなかづくりを目指す。
　また、公園整備とそれに合わせた道路整備により、住宅密集地における防災面の強化と利便性の向上を図る。

町道上原中央線（基幹事業：道路事業）
野沢駅通り公園整備事業（基幹事業：公園事業）
原町ポケットパーク整備事業（基幹事業：地域生活基盤施設）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 西会津町 直 85ｍ 27 28 27 28 42.0 42.0 42.0 42.0

道路（地方都市リノベーション事業）

公園 西会津町 直 2,300㎡ 27 28 27 28 60.5 60.5 60.5 60.5

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 西会津町 直
520㎡
20箇所

25
25

27
28

25 28 73.5 73.5 73.5 73.5

高質空間形成施設

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業 西会津町商工会 間 420㎡ 25 25 25 25 3.5 3.5 3.1 0.4 3.5

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

73.8 国費率 0.4

事業 事業箇所名
細項目

交付対象事業費 184.5 交付限度額

交付期間内事業期間

野沢駅通り公園

規模
（参考）事業期間

事業主体 直／間

町道上原中央線

原町ポケットパーク
町内観光サイン設置事業

ふるさと自慢館整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 179.5 179.5 179.1 0.4 179.5 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

西会津町 直 - 28 28 28 28 1.0 1.0 1.0 1.0

各種団体 間 - 25 28 25 28 4.0 4.0 4.0 4.0

合計 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 …B

合計(A+B) 184.5
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

西会津町 廃校舎利用 〇 27 28 300.0

町道小学校線 西会津町 国土交通省 300ｍ 〇 26 27 125.0

西会津町 国土交通省 180ｍ 〇 23 25 70.0

西会津町 農林水産省 732㎡ ○ 27 28 285.7

西会津町商工会 経済産業省 420㎡ ○ 27 27 53.1

合計 833.8

交付期間内事業期間
直／間事業箇所名

細項目

地域創造
支援事業

事業

事業 事業箇所名 事業主体

（参考）事業期間
規模事業主体

事業活用調
査

事業効果分析 まちづくり事業効果分析

地域連携販売力強化施設整備事業 地域連携販売力強化施設

町役場移転事業

社会資本総合整備事業（道路改築）

まちづくり活
動推進事業

商店街活性化事業 商店街活性化事業

社会資本総合整備事業（道路改築）

全体事業費

町役場移転

町道下條線

所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

地域商業自立促進事業 ふるさと自慢館



都市再生整備計画の区域

　野沢
    ノ      ザ ワ

地区（福島県西会津町
  ニシ      アイ      ヅ      マチ

） 面積 95 ha 区域 野沢地区の一部（野沢字原町、上原、本町　他）

JR磐越西線

西会津町役場
野沢駅

都市計画区域

磐越自動車道

国道49号線

JR磐越西線

西会津町役場
野沢駅

西会津IC

都市計画区域

都市再生整備計画区域
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